
始
ま
り
ま
す
！
確
定
申
告

国
民
年
金
の
届
出
は
忘
れ
ず
に！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け
て

1
2
月
議
会
定
例
会
開
催

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を！
～
身
近
に
存
在
す
る
悪
徳
商
法
～

い
き
い
き
通
信

w
a

k
a
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平
成
24年

若
桜
町
成
人
式
を
行
い
ま
し
た
。

友
だ
ち
や
恩
師
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
は
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
充
実
し
た

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県

民
税
の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
申
告
の
相
談
・

受
付
は
、
２
月
16
日
㈭
～
３
月

15
日
㈭
で
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
若

桜
町
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
所

得
が
な
い
人
・
扶
養
家
族
に

な
っ
て
い
る
人
な
ど
も
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

若
桜
町
で
の
確
定
申
告
の
相

談
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　

２
月
29
日
㈬
～
３
月
７
日
㈬

ま
で
の
出
張
相
談
日
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
申
告
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
比
較
的
混
み
合
わ
な
い
午

後
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

鳥
取
税
務
署
で
は
、平
日（
月

～
金
）
以
外
で
も
、２
月
19
日
・

２
月
26
日
の
日
曜
日
に
確
定
申

告
の
相
談
・
受
付
が
行
わ
れ
ま

す
。平
日
に
都
合
の
悪
い
人
は
、

こ
の
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
会
場
は
「
鳥
取
市
役

所
駅
南
庁
舎
」
と
な
り
ま
す
。

期
間
中
は
鳥
取
税
務
署
で
の
申

告
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）、

e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な

ど
の
軽
減
措
置
、介
護
保
険
料
・

各
種
手
当
な
ど
の
算
定
の
基
礎

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
告

を
し
て
い
な
い
と
い
ろ
い
ろ
な

手
続
に
必
要
な
書
類
（
所
得
証

明
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
）
が

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
収
入
が
な
く
て
も
」
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
忘

れ
な
い
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

①
印
鑑

②
農
業
所
得
・
事
業
所
得
・
不

動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

は
、
平
成
23
年
中
の
収
入
・

支
出
の
わ
か
る
も
の
（「
月

別
収
入
・
経
費
明
細
集
計
表
」

を
役
場
税
務
課
で
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
農
業
所
得
の

あ
る
人
は
事
前
に
収
支
の
明

細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

③
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人

は
源
泉
徴
収
票

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
、
平
成
23
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
と
、
保

険
な
ど
で
補ほ

填て
ん

さ
れ
た
金
額

の
明
細
書

⑤
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

人
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

ま
た
は
、
支
払
っ
た
額
を
証

明
で
き
る
も
の

⑥
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

（
長
期
損
害
保
険
料
）
控
除

を
受
け
る
人
は
、
支
払
っ
た

保
険
料
の
証
明
書

⑦
申
告
者
の
通
帳
な
ど
金
融
機

関
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人

は
、
寄
付
し
た
団
体
か
ら
受

け
た
受
領
証

①
領
収
書
の
日
付
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。（
平
成
23
年
中

の
も
の
が
対
象
で
す
）

②
医
療
機
関
別
・
各
人
別
に
ま

と
め
、
最
後
に
全
部
の
合
計

額
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

（
申
告
書
に
添
付
す
る
「
医

療
費
の
明
細
書
」
な
ど
は
鳥

取
税
務
署
・
役
場
税
務
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
時
の

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前

に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
）

始まります！
　　確定申告 ☎

お問い合わせ先
税務課

（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

期
限
内
に

必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
な
ど

の
加
入
者
は
、
収
入
が

な
く
て
も
申
告
を
！

申
告
は
、
忘
れ
物
の

な
い
よ
う
に
！

医
療
費
控
除
を
受
け
る

人
は
、
事
前
に
領
収
書

な
ど
を
整
理
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

２月16日（木）から           　　
　　　        ３月15日（木）まで

月 日 曜日 受付時間 場所 対象地域

２

16 木
午前　９時～ 11時

保健センター 新町・山田町午後　１時～ 04時

17 金
午前　９時～ 11時

保健センター 上町・中町・下町午後　１時～ 04時

19 日
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 03時

20 月
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 04時

21 火
午前　９時～ 11時

保健センター 西町午後　１時～ 04時

22 水
午前　９時～ 11時

保健センター 農人町・三倉午後　１時～ 04時

23 木
午前　９時～ 11時

保健センター 上高野・高野・浅井午後　１時～ 04時

24 金
午前　９時～ 11時

保健センター 若葉団地・口屋堂羅・屋堂羅午後　１時～ 04時

26 日
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 03時

27 月
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 04時

28 火
午前　９時～ 11時

保健センター 寺所・馬場・内町・あかまつ団地午後　１時～ 04時
29 水 午前　９時～ 12時 米 公 民 館 茗荷谷・ 米

３

１ 木 午前　９時～ 11時 諸 鹿 公 民 館 諸鹿
２ 金 午前　９時～ 12時 吉 川 公 民 館 吉川

５ 月
午前　９時～ 11時

中 原 分 館 須澄・岩屋堂・栃原午後　１時～ 03時

６ 火
午前　９時～ 11時

中 原 分 館 中原・加地・大野午後　１時～ 03時

７ 水
午前　９時～ 11時

中 原 分 館 小船・落折午後　１時～ 03時
８ 木 午前　９時～ 11時 保健センター 赤松・来見野

９ 金
午前　９時～ 11時

保健センター 香田・長砂・湯原・渕見午後　１時～ 04時

12 月
午前　９時～ 11時

保健センター 大炊・岸野・糸白見・根安午後　１時～ 04時

13 火
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 04時

14 水
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 04時

15 木
午前　９時～ 11時

保健センター 予備日午後　１時～ 04時

確定申告相談日程
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第
１
号
被
保
険
者

こんなとき（主な例） どうする 届出先

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 国民年金の加入の手続きをする 町役場

会社や官公庁などに就職したとき 厚生年金または共済組合の加入の手続き
をする 勤務先

配偶者に扶養されるようになったとき
（配偶者が第２号被保険者の場合）

第３号被保険者への種別変更の手続きを
する 配偶者の勤務先

住所や氏名が変わったとき 住所・氏名の変更手続きをする 町役場

保険料を納めるのが困難なとき 保険料免除の申請をする 町役場

30歳未満で保険料を納めるのが困難なとき 若年者納付猶予の申請をする 町役場

学生で保険料を納めるのが困難なとき 学生納付特例の申請をする 町役場

第
２
号
被
保
険
者

会社や官公庁などを退職したとき 第１号被保険者資格取得の手続きをする 町役場

会社を退職し配偶者の扶養になるとき
（配偶者が第２号被保険者の場合） 第３号被保険者資格取得の手続きをする 配偶者の勤務先

住所や氏名が変わったとき 住所・氏名の変更手続きをする 勤務先

第
３
号
被
保
険
者

20歳になったとき 第３号被保険者の加入手続きをする 配偶者の勤務先

会社や官公庁などに就職したとき 厚生年金または共済組合の加入の手続き
をする 勤務先

配偶者が退職したとき
第１号被保険者への種別変更の手続きを
する 町役場

配偶者の扶養からはずれたとき

住所や氏名が変わったとき 住所・氏名の変更手続きをする 配偶者の勤務先

< 注 >
第１号被保険者…自営業・農林漁業・学生・無職の方などで20歳以上60歳未満の方
第２号被保険者…厚生年金や共済組合に加入している会社員や公務員など
第３号被保険者…第２号被保険者に扶養されている20歳以上60歳未満の方

【お問い合わせ先】
ねんきんダイヤル（０５７０－０５－１１６５、ＩＰ電話・ＰＨＳの場合は０３－６７００－１１６５）

国民年金の届出は
忘れずに！

　就職や転職、結婚、退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあり、その
都度届出が必要となります。届出を忘れると、将来受け取る年金が減額されたり、受け
られなくなることもあるので、忘れずに届出をしましょう。
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シルバー人材センターの

設立に向けて
お問い合わせ先
町民福祉課
（８２）２２３２

ＩＰ９（８２）２２３２

若桜町シルバー
人材センター

発　注　者

事業所、個人、
家庭、県、町

など

会　員

おおむね60歳以上の
健康で働く意欲のある人

支援

②請負・委任 ③請負・委任

④契約内容の履行 ①登録

⑤契約金の支払い ⑥配分金の支払い

④就業

図．シルバー人材センターの概要

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
年
々
高
齢
者
の
割
合
が
増

加
す
る
な
か
、
若
桜
町
で
は
高

年
齢
退
職
者
な
ど
の
就
業
の
機

会
を
確
保
し
、
生
き
が
い
の
充

実
、社
会
参
加
の
推
進
を
図
り
、

能
力
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
今
年
４
月
か

ら
の
運
営
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
は

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
が
会

員
と
し
て
入
会
し
、
就
業
を
通

じ
て
そ
の
経
験
、
能
力
を
活
か

し
な
が
ら
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　会員募集案内を

広報わかさ２月号

（今月号）に折り込

んでおります。

　たくさんのご応募

お待ちしています。 シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
目
的

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大

を
図
り
、
併
せ
て
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域

社
会
の
ニ
ー
ズ
と
高
齢
者
の
多

様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

と
同
時
に
、
高
齢
者
の
職
業
生

活
か
ら
の
引
退
の
過
程
を
で
き

る
限
り
円
滑
に
移
行
さ
せ
る
こ

と
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
概
要

　

地
域
の
家
庭
や
企
業
、
公
共

団
体
な
ど
か
ら
請
負
ま
た
は
委

託
契
約
に
よ
り
仕
事
（
受
託
事

業
）
を
受
注
し
、
会
員
と
し
て

登
録
し
た
高
年
齢
者
の
中
か
ら

適
任
者
を
選
ん
で
そ
の
仕
事
を

遂
行
し
ま
す
。

若桜町

☎
お問い合わせ先
町民福祉課
（８２）２２３３
ＩＰ９（８２）２２３２
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今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
欠
陥
住

宅
問
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。建
物
に
欠
陥
が
あ
る
場
合
、

建
築
を
依
頼
し
た
建
設
業
者
に

対
し
て
欠
陥
の
修
理
や
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
（
民
法
６
３
４
条
）。
ま
た
、

欠
陥
の
た
め
契
約
目
的
を
達
成

で
き
な
い
場
合
に
は
建
築
請
負

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
（
民
法
６
３
５
条
本
文
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
建
物
に
つ

い
て
は
例
外
的
に
解
除
で
き
な

い
（
同
条
但
書
）
と
さ
れ
て
い

る
関
係
で
、
建
物
に
欠
陥
が
あ

る
場
合
に
は
、
修
理
を
請
求
す

る
こ
と
は
で
き
て
も
、
建
替
費

用
相
当
額
を
請
求
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
解
除
を
認
め
る
と
建
設

業
者
が
当
該
建
物
を
取
り
除
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
た

め
、
建
物
と
い
う
社
会
経
済
的

に
有
用
な
存
在
を
失
う
結
果
を

招
く
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
修
理

で
は
改
善
で
き
な
い
と
い
う
よ

り
重
大
な
欠
陥
で
あ
れ
ば
か

え
っ
て
救
済
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
建
替

を
要
す
る
よ
う
な
建
物
を
失
う

こ
と
が
社
会
経
済
的
に
み
て
損

失
と
は
考
え
が
た
い
と
い
え
ま

す
。

　

そ
こ
で
最
高
裁
判
所
は
、
建

物
の
主
要
な
構
造
部
分
に
つ
い

て
建
物
の
安
全
性
及
び
耐
久
性

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
欠
陥

が
あ
り
、
建
て
替
え
る
ほ
か
な

い
場
合
に
つ
い
て
、
建
替
費
用

相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
を
認

め
る
に
至
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
建
替
費
用
に
加
え
て
、

建
替
に
際
し
て
の
引
っ
越
し
費

用
、
代
替
住
居
の
賃
料
な
ど
も

請
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の

よ
う
に
建
て
替
え
る
ほ
か
な
い

【相談窓口】
　若桜町役場 町民福祉課
　☎（82）２２３３・２２３２
　ＩＰ 9（82）２２３２
　鳥取県東部消費生活相談室
　☎０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８時30分～ 17時〕
【２月の法律相談】
●と　き＝２月14日（火）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎（82）０２５４

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
建
替
費
用

相
当
額
に
加
え
て
、
引
っ
越
し

費
用
、
代
替
住
居
の
賃
料
な
ど

に
つ
い
て
も
損
害
賠
償
請
求
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
建
築
業
者
は
、
建
築

後
居
住
し
て
い
た
期
間
が
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
注
文
者
が
い

わ
ゆ
る
居
住
の
利
益
を
得
て
い

る
も
の
と
し
て
損
害
賠
償
額
か

ら
こ
れ
を
控
除
す
べ
き
と
反
論

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
裁

判
例
で
は
結
論
が
分
か
れ
て
お

り
、
必
ず
し
も
建
築
業
者
の
反

論
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
相
談
は
役
場
窓
口

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
み

始
め
て
か
ら
間
も
な
く
床
が
傾

き
始
め
、
新
築
の
は
ず
な
の
に

雨
漏
り
ま
で
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
住
宅
建
設
工
事
を
依

頼
し
た
業
者
に
状
況
を
説
明
し

た
も
の
の
、
雨
漏
り
の
修
理
し

か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く

経
っ
て
か
ら
ま
た
雨
漏
り
が
始

ま
り
ま
し
た
し
、
今
度
は
窓
枠

と
窓
に
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
窓
の
開
閉
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
業
者

に
「
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」

と
頼
み
ま
し
た
が
、
全
く
取
り

合
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
建
築

士
で
あ
る
知
人
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、「
建
物
の
構
造
上
重
大
な

欠
陥
が
あ
り
家
が
傾
い
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に

は
建
て
替
え
る
し
か
方
法
が
な

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

業
者
に
対
し
て
、
修
理
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
建
替
費
用

相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
を
し

た
い
の
で
す
が
、
可
能
で
し
ょ

う
か
？

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
前  

４
億
９
，３
４
０
万
円

補
正
後  

５
億
３
，１
０
７
万
円

主
な
歳
入

国
庫
支
出
金  

１
，０
０
６
万
円

主
な
歳
出

保
険
給
付
費  

３
，９
０
１
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
前  

４
億
９
，９
３
１
万
円

補
正
後  

５
億
３
，３
４
７
万
円

主
な
歳
入

介
護
給
付
費
交
付
金

 

１
，
０
２
５
万
円

主
な
歳
出

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

 

１
，
８
０
０
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
前　
　

８
，
７
０
５
万
円

補
正
後　
　

８
，
９
７
８
万
円

主
な
歳
入

施
設
補
償
金　
　

１
１
１
万
円

主
な
歳
出

拡
張
改
良
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

２
２
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
前  

１
億
８
，６
９
５
万
円

補
正
後  

１
億
８
，７
１
２
万
円

主
な
歳
入

施
設
補
償
金 

11
万
円

主
な
歳
出

湯
村
温
泉
線
歩
道
設
置
工
事
費

 

15
万
円

赤
松
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

補
正
前　
　

１
，
１
２
２
万
円

補
正
後　
　

１
，
１
５
６
万
円

主
な
歳
入

県
補
償
金 

34
万
円

主
な
歳
出

赤
松
団
地
看
板
撤
去
及
び
設
置

費
用 

34
万
円

財
産
区
造
林
事
業
特
別
会
計

補
正
前　
　
　
　

５
４
９
万
円

補
正
後　
　
　
　

５
５
０
万
円

主
な
歳
入

財
産
区
負
担
金　
　
　

１
万
円

主
な
歳
出

鳥
取
県
緑
資
源
造
林
協
議
会
事

業
負
担
金　
　
　
　
　

１
万
円

▼
条
例
関
係
▲

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

一
部
改
正
前
の
地
方
自
治
法

第
２
条
に
、
市
町
村
は
そ
の
事

務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は

議
会
の
議
決
を
経
て
、
そ
の
地

域
に
お
け
る
「
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る
た

め
の
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ

に
即
し
て
行
う
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
項
が
削

除
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
と
し
て
は
、
こ
の
条
項

が
地
方
自
治
法
か
ら
削
除
さ
れ

て
も
引
き
続
き
こ
の
条
項
を
議

決
事
件
と
す
る
た
め
、
本
条
例

に
盛
り
込
む
も
の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
等
で
非
常
勤
の

も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
全
部
改

正
に
伴
い
、「
体
育
指
導
委
員
」

を
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

12
月
議
会
定
例
会
開
催 

～
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
～

　

平
成
23
年
12
月
13
日
か
ら
16

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
12

月
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
23
年
度
各
会
計
補
正
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
承

認
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
補
正
予
算
関
係
▲

一
般
会
計

補
正
前  

35
億
２
，５
４
９
万
円

補
正
後  

35
億
６
，５
５
９
万
円

主
な
歳
入

国
庫
支
出
金  

３
，２
４
２
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

 

１
４
０
万
円

主
な
歳
出

若
桜
鉄
道
対
策
事
業

 

４
１
８
万
円

障
が
い
者
福
祉
費

　
　
　
　
　
　
　

７
９
５
万
円

林
業
振
興
費　
　

４
３
３
万
円

豪
雪
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

▼
そ
の
他
▲

財
産
の
処
分
に
つ
い
て 

【
財
産
の
内
容
】

若
桜
鉄
道(

株)

の
株
式

【
処
分
の
金
額
】

１
，
５
１
０
万
円

【
譲
渡
先
】

若
桜
鉄
道(

株)

代
表
取
締
役
社
長　

原　

卓
也

【
理
由
】

若
桜
鉄
道(

株)

の
繰
越
欠
損

金
に
充
当
す
る
た
め
。

若
桜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

若
桜
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
山
本
恵
子
さ
ん

（
山
田
町
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

若
桜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

若
桜
町
教
育
委
員
会
委
員
に

山
本
清
江
さ
ん
（
内
町
）
を
任

命
し
ま
し
た
。
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☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP９（８２）２２１４

　

現
代
は
食
べ
る
も
の
に
あ
ふ

れ
、
あ
ま
り
噛
ま
な
く
て
も
よ

い
柔
ら
か
い
食
べ
物
が
増
え
、

子
ど
も
た
ち
の
あ
ご
の
発
育
や

歯
並
び
に
影
響
が
出
て
い
ま

す
。

　

鳥
取
県
で
は
「
噛
ミ
ン
グ
30

（
か
み
ん
ぐ
サ
ン
マ
ル
）」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
よ
く

噛
む
こ
と
（
一
口
30
回
以
上
噛

む
こ
と
）
を
目
標
に
し
て
、「
健

口
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
若
桜
保
育
所

が
モ
デ
ル
園
に
指
定
さ
れ
、
園

児
は
毎
日
、
楽
し
み
な
が
ら
噛

む
力
を
鍛
え
る
た
め
の
遊
び
を

し
て
い
ま
す
。

　

１
月
11
日
㈭
、
若
桜
保
育
所

で
の
実
践
場
面
を
見
学
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
人
気
が

あ
っ
た
遊
び
は
「
顔
じ
ゃ
ん
け

ん
」
と
「
む
く
む
く
お
化
け
」

で
し
た
。

　「
顔
じ
ゃ
ん
け
ん
」

　

口
を
一
文
字
に
し
て
口
角
を

外
側
に
引
く
、
唇
を
と
が
ら
す

（
グ
ー
）、舌
を
出
す（
チ
ョ
キ
）、

大
き
く
口
を
開
け
る
（
パ
ー
）

な
ど
顔
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を

動
か
す
の
で
表
情
が
ゆ
た
か
に

な
り
ま
す
。

よ
く
噛か

ん
で
健

け
ん

口こ
うに

な
～
れ

～
モ
デ
ル
園
実
践
中
～

「
む
く
む
く
お
化
け
」

唇・頬を使って（グー）舌を出して（チョキ）口を開ける（パー）

▼
要
介
護
状
態
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
・
・
３
割
▲

　

昨
年
８
月
に
実
施
し
た
「
生

活
ニ
ー
ズ
調
査
」
の
結
果
、
介

護
保
険
を
受
け
て
い
な
い
が
、

今
ま
で
と
同
じ
生
活
を
続
け

て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
は
介
護

が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
が
３
割
お
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
３
割
の
人
を
見
て
み
る

と
、
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
内
容

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
９
割
以

上
の
予
防
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
対
象
者
に
は

昨
年
４
月
に
個
別
案
内
を
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
未
接
種
の
方

が
多
く
あ
り
ま
す
。
３
月
末
ま

で
に
接
種
さ
れ
れ
ば
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
初
旬
、
未
接
種
の

方
に
は
再
通
知
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
も
う
一
度
母
子
手
帳
で

ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ま
だ

の
方
は
早
め
に
接
種
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
若
桜
町
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

平
成
23
年
度
対
象
者

（
若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る
者
）

【
年
長
児
】

平
成
17
年
４
月
２
日
～

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
中
学
１
年
生
】

平
成
10
年
４
月
２
日
～

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
高
校
３
年
生
相
当
】

平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

〈

生
活
ニ
ー
ズ
調
査
報
告
〉

麻
し
ん（

は
し
か
）予
防

接
種
は
受
け
ま
し
た
か
？

▼
物
忘
れ
の
心
配

（
40
・
３
％
）
▲

　

歳
と
と
も
に
誰
で
も
物
忘
れ

は
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
単

な
る
物
忘
れ
で
は
な
く
、
認
知

症
の
物
忘
れ
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。「
歳
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」、

「
相
談
す
る
の
が
恥
ず
か
し
い
」

と
思
わ
な
い
で
、
ま
ず
は
、
主

治
医
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
転
倒
の
心
配

（
33
・
0
％
）
▲

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
お
っ
く

う
で
動
か
ず
に
い
る
と
、
足
の

顔じゃんけん

むくむくお化け

　

噛
む
力
を
身
に
つ
け
る
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
食
べ
物
を

食
べ
る
こ
と
や
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段

か
ら
口
を
使
う
こ
と
で
口
の
周

り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

噛
む
力
が
鍛
え
ら
れ
る
と
、

お
口
の
機
能
が
十
分
に
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
お
い
し
く
・
楽

し
く
・
上
手
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
結
果
、
元
気
な
体

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
に
身
に
つ
け
た

味
覚
・
好
み
・
食
べ
方
な
ど
の

習
慣
は
一
生
の
財
産
に
な
り
ま

す
。
幼
児
期
か
ら
し
っ
か
り
噛

む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

筋
力
が
弱
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
も
つ
ま
ず
い
た
り
こ
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
骨
折
が
原

因
で
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
、積
極
的
に
体
を
動
か
し「
転

倒
し
な
い
体
づ
く
り
」
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
▼
う
つ
の
心
配

（
30
・
9
％
）
▲

　

身
内
や
友
人
が
亡
く
な
っ
た

り
、
社
会
的
な
役
割
が
少
な
く

な
る
と
孤
独
に
な
り
、「
生
き

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
悲

観
的
に
な
り
「
う
つ
状
態
」
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人

で
考
え
込
ま
ず
に
、
誰
か
に
相

談
し
た
り
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
物
忘
れ
」、「
転
倒
」、「
う
つ
」

の
心
配
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
性

が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
体
を

動
か
し
、
会
話
の
場
所
を
増
や

し
な
が
ら
老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は
若

桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①ビニール手袋に
飾りつけ

②紙コップの底に
穴を空ける

③穴にストローを
通す

④紙コップに
ビニール手袋を

かぶせる

⑤できあがり！⑥ふくらんだ
お化け



　

餅に手をのばす参加者たち

わかさ氷ノ山スキー場開き
　本年度もいよいよ本格的なスキーシーズンを迎え、わかさ氷

ノ山スキー場開きを樹氷スノーピアゲレンデで行いました。�

　昨シーズンは雪のないスキー場開きでしたが、今年は積雪が

あり、好調な出だしをきることができました。�

　神事では豊富な積雪、スキーヤー・スノーボーダーの安全、

スキー場の繁栄が祈願されました。�

　神事の後には、わかさ氷ノ山樹氷太鼓の演奏や餅まきなどが行

われ、訪れたスキーヤーたちから拍手や歓声があがっていました。

12月21日 水 〉〉〉

　若桜小学校の６年生が総合的な学習の時間に考えた若

桜小学校の跡地利用やまちづくりについて、代表３名が

役場を訪れ小林町長に提案を行いました。�

・運動公園をつくり、運動する機会を増やすことで町民

　の健康増進に役立てる。�

・地元食材を使った料理コンテストを開催する。�

など、ユニークな提案を受けた小林町長は、「町としても

実現するために頑張っていきたい」と話されました。�

12月17日 土 〉〉〉

児童と小林町長

１月３日 火 〉〉〉

平成24年若桜町成人式
　平成２４年若桜町成人式を若桜町公民館で開催し、４５

名（男性２６名、女性１９名）の新成人を祝いました。�

　式典では、町長、ご来賓の方々にお祝いの言葉をいただ

いた後、新成人を代表して、中井健二さんが「これまで家族

や友人をはじめ地域の方々に支えられて、歩んでくること

ができたのだと思っています。二十歳という人生の節目を

新たな出発点として、今後も一人ひとりが努力し、自分の

思い描く明日へと日々成長していく決意です」と新成人の言

葉を述べられました。�

　また、記念行事では、久しぶりに会う恩師からのお祝い

のことばやビンゴ大会、小学生時代に作ったタイムカプセ

ルの開封など楽しいひとときを過ごされていました。�

　６月の「歯の衛生週間」に係る小学校歯科衛生図画ポスターコ

ンクール（日本学校歯科医師会主催）に出品した若桜小学校１年

奈羅尾瑞生さんの作品が、７月には東部地区の1年～３年の部で

見事第１位となり、続いて１０月の県の審査でも優秀賞となって、

全国審査にいきました。そして、全国審査でも佳作に入賞する

ことができました。�

　大きな賞状を続けて３枚ももらった奈羅尾さんは「歯医者さん

に、歯の検査をしてもらっている様子を大きく描きました。色

を丁寧に塗って仕上げました。金メダルと大きな賞状がもらえ

て、うれしかったです」と笑顔で感想を語ってくれました。�

ポスターコンクールで全国表彰
　若桜小１年 奈羅尾瑞

みず

生
き

さん

若桜小学校の６年生が
小林町長に提案
～若桜小学校の跡地利用について～

平成24年２月11 平成24年２月 10

新成人の言葉を述べる中井健二さん

全国審査で表彰を受けた奈羅尾瑞生さん

　このたび、昭和６１年度若桜中学校卒業同窓会から、初老の

祝いの記念として、若桜中学校へシルクスクリーン版画「シマウ

マ」、「ラ・パロマ」（わたせのぶあき作）を寄贈していただきました。

　平成２４年４月開校の小中一貫校「若桜学園」の児童・生徒に

も愛される作品となることと思います。ありがとうございました。

名画をいただきました
奈羅尾瑞生さんの作品

「シマウマ」

「ラ・パロマ」



平成24年２月 12

町
長

　
小
林  

昌
司

中
学
校
・
高
校
総
合
体
育
大

会
で
地
元
選
手
が
大
活
躍

　

昨
シ
ー
ズ
ン
の
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場

は
、
年
末
年
始
の
豪
雪
で
、
ス
キ
ー

ヤ
ー
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
12
月
17
日
の
ス
キ
ー
場

開
き
前
日
に
積
雪
を
見
、
ス
キ
ー
場

開
き
は
久
々
に
白
銀
の
中
で
開
催
さ

れ
、
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り

ま
し
た
。
特
に
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
イ

ヌ
ワ
シ
ゲ
レ
ン
デ
と
ス
ノ
ー
ピ
ア
ゲ

レ
ン
デ
間
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
を

整
備
し
て
、
容
易
に
ゲ
レ
ン
デ
間
を

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
年
末
年
始
は
、
豊
富

な
積
雪
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
満
足

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に

１
月
２
日
、
８
日
、
15
日
の
休
日
に

総
合
計
画
策
定
の
「
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
懇
談
会
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

第
８
次
若
桜
町
総
合
計
画
（
平
成

19
年
度
～
23
年
度
）
は
平
成
23
年

度
末
で
終
了
し
ま
す
が
、
80
％
か
ら

90
％
は
計
画
ど
お
り
進し
ん

捗ち
ょ
く

し
ま
し
た
。

新
し
く
第
９
次
総
合
計
画
を
現
在
策

定
中
で
す
が
、
こ
の
計
画
は
平
成
24

年
度
～
28
年
度
の
５
ヶ
年
の
若
桜
町

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
方
向
を
示
す

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
17
日
か
ら
12
月
12
日
ま

で
、
13
地
区
に
わ
け
て
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
様
に
意
見
を
い
た
だ
い

た
り
、
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
状
況

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
８
次
若
桜
町
総
合
計
画
の
中

で
「
住
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
が
、
口

で
は
簡
単
に
言
え
ま
す
が
、
な
か
な

か
難
し
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」

は
以
前
と
は
違
っ
て
、
住
民
の
皆
様

に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
こ
と
も
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
９
次
若
桜
町
総
合
計
画
で
も
、

住
民
の
皆
様
に
多
く
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
元
気
な
集
落
づ
く
り
や

お
互
い
に
支
え
合
う
集
落
づ
く
り
も

重
点
施
策
と
し
て
計
画
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
「
若
桜
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
開
催
し
、
若

い
方
18
人
の
意
見
も
聞
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は

最
終
的
に
は
、
若
桜
町
総
合
計
画
審

議
会
委
員
の
皆
様
の
意
見
を
聞
い
て

素
案
を
つ
く
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
２
期
目
に
な
っ
て
か

ら
20
集
落
を
「
こ
ん
に
ち
は
移
動
町

長
室
」
で
訪
問
し
ま
し
た
。
皆
様
と

ひ
ざ
づ
め
で
お
話
し
を
い
た
だ
い
た

意
見
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
大
切
に
し
て

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

は
、
か
な
り
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
11
日
～
12
日
の
間
、

岡
山
県
の
中
体
連
・
高
体
連
の
総
合

体
育
大
会
（
ス
キ
ー
の
部
）
が
氷
ノ

山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時

に
、
鳥
取
県
の
中
学
校
・
高
校
の
総

合
体
育
大
会
も
合
同
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
の
部
（
男
子
）
で
は
、

森
岡
空
く
ん
、
瀬
戸
鉄
平
く
ん
が
大

回
転
、
回
転
で
、
岩
村
稔
大
く
ん
、

大
石
風
真
く
ん
が
距
離
競
技
で
活
躍

さ
れ
ま
し
た
し
、高
校
の
部
（
女
子
）

で
は
瀬
戸
葵
さ
ん
が
大
回
転
、
回
転

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
で

の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

若
桜
町
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
は
何
と

い
っ
て
も
ス
キ
ー
競
技
で
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
が
ス
キ
ー
を
し
な
い
と
い
う
声
も

聞
き
ま
す
が
、
近
い
と
こ
ろ
に
素
晴

ら
し
い
ゲ
レ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
昨

年
ス
ノ
ー
ピ
ア
ゲ
レ
ン
デ
が
全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

鳥
取
県
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
氷
ノ
山

ス
キ
ー
場
で
第
１
回
氷
ノ
山
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
大
会
を
３
月
に
開
催
し
ま

す
。
こ
の
大
会
が
大
き
な
大
会
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今月の言葉　普段着で　誰にも　差別のない若桜

隣保館では厳しい寒さの中、地域の方々にお世話になりました。
ありがとうございました。

「門松」高野憩の家

組み立て作業中 ４時間かけて完成

隣保館広場（フェンス側面）にイルミネーションを付けました。

あたたかい光を楽しんでいただけましたか？

各地域で行われる伝統の行事。
伝えていくには、人と人との
つながりが必要です。
昨年より、老人クラブから
有志が受け継ぎました。
今年もつながりを大切にし、
活動を続けていきます。

平成24年２月13

積雪に恵まれたスキー場開き
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新
築
や
植
林
な
ど
を
さ
れ
る

際
に
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

☎
お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９
産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

　

現
況
が
農
地
で
な
い
場
合
で
も
、
登
記
簿

上
の
地
目
が
農
地
で
あ
る
場
合
に
は
、
農
地

法
に
よ
る
転
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。無
許
可
で
転
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、

農
地
法
違
反
と
な
り
工
事
の
中
止
や
原
状
回

復
命
令
を
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
厳
し

い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
土
地
の
用
途
を
変
更
さ
れ
る
前
に
は
必

ず
農
地
か
ど
う
か
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。1

月
12
日
に

農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
非
農
地
証
明�

３
件

・
利
用
権
設
定�

３
件

４

　

本
町
で
は
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
町
民
の
意
識
、
意
見
な
ど
を

把
握
し
、
今
後
の
男
女
共
同
参
画

行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
22
年
３
月
に
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

　
「
学
校
教
育
」、「
法
律
制
度
」に
つ
い
て
は
平
等
で
あ

る
と
い
う
回
答
が
多
い
も
の
の
、「
職
場
」、「
家
庭
生
活
」、

「
地
域
」、「
政
治
行
政
」、「
通
念
習
慣
」と
も
男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
平
素
の
様
子
や
あ
り
方
を

今
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

  

　
「
ご
っ
こ
遊
び
」
は
現
実
世

界
に
向
き
合
う
適
応
力
を
つ
け

る
遊
び
の
一
つ
で
す
。
何
か
に

な
り
き
っ
て
考
え
た
り
行
動
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
年
齢
に
関

係
な
く
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
遊
び
に
夢
中
に
な
れ
る
活

動
で
す
。

　
「
ご
っ
こ
遊
び
」
の
一
番
人

気
は
、
食
べ
物
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
、
使
用
済
み
の
カ
ッ

プ
や
ト
レ
ー
な
ど
の
素
材
を
用

意
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
切
っ
た

り
貼
っ
た
り
と
製
作
に
取
り
か

か
り
ま
す
。

　

ケ
ー
キ
や
ピ
ザ
に
パ
ス
タ
や

う
ど
ん
、
お
寿
司
に
お
弁
当
な

ど
い
ろ
い
ろ
で
き
あ
が
り
、
お

い
し
そ
う
な
ご
ち
そ
う
が
並
び

ま
す
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」、

「
こ
れ
く
だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た

ち
の
言
葉
の
や
り
と
り
が
始
ま

り
、
ま
た
机
や
棚
を
次
々
に
並

べ
、
厨
房
や
お
食
事
コ
ー
ナ
ー
、

さ
ら
に
お
店
の
看
板
や
飾
り
つ

け
が
で
き
て
い
き
ま
す
。

　

厨
房
用
に
お
鍋
や
し
ゃ
も
じ

を
こ
ち
ら
が
用
意
す
る
と
、「
ガ

ス
台
が
い
る
わ
」、「
ご
ち
そ
う

温
め
る
の
に
レ
ン
ジ
も
あ
っ
た

ら
い
い
な
あ
」
と
自
分
た
ち
の

経
験
を
も
と
に
、
必
要
な
も
の

を
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、一
方
で
は「
メ
ニ
ュ
ー

表
が
い
る
」、「
チ
ケ
ッ
ト
も
い

る
よ
」、「
あ
っ
！
お
金
が
な
い

「

ご
っ
こ
遊
び
」
に

　
　
　
　
　

夢
中
で
す
♪
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と
い
け
ん
」、「
お
金

を
入
れ
る
財
布
も
い

る
よ
」
と
次
々
に
イ

メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
き
ま
す
。
お

店
の
人
、
お
客
さ
ん

と
役
割
を
決
め
、
い

よ
い
よ
「
ご
っ
こ
遊

び
」の
始
ま
り
で
す
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
！
何
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
？
」
メ

ニ
ュ
ー
を
見
な
が

ら
、「
う
ど
ん
く
だ

さ
い
」、「
何
う
ど

ん
に
し
ま
す
か
？
」、

「
じ
ゃ
あ
、
エ
ビ
天
う
ど
ん
く

だ
さ
い
」、「
少
々
お
ま
ち
く
だ

さ
い
」
と
麺
に
見
立
て
た
紐
で

で
き
た
う
ど
ん
を
手
際
よ
く
ど

ん
ぶ
り
に
入
れ
て
注
文
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
も
し
て
く
れ
ま
す
。「
チ

キ
ン
の
お
客
様
、
温
め
ま
し
ょ

う
か
？
」
と
レ
ン
ジ
で
チ
ン
！

お
弁
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
あ
っ

野
菜
が
少
な
い
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
も
入
れ
よ
う
っ
と
」
と
元

気
に
な
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス（
赤
・

黄
・
緑
の
食
品
群
）
も
バ
ッ
チ

リ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

い
「
ご
っ
こ
遊
び
」
の
世
界
に

夢
中
で
す
。

　
「
ご
っ
こ
遊
び
」
を
通
し

て
、
考
え
を
出
し
合
っ
た

り
、
工
夫
し
た
り
、
役
割

に
な
り
き
っ
た
り
、
役
割

を
交
代
し
た
り
と
自
分
の

心
と
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

子
ど
も
達
が
遊
び
に
夢
中

に
な
る
ほ
ど
に
あ
れ
こ
れ

考
え
た
り
工
夫
し
た
り
す

る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

「いっぱいごちそうができたよ」

「とってもおいしそう。
いただきます」

「何を食べよう？迷っちゃうなあ」

①調査対象

　本町に住所を有する
　20歳以上の方
③回収結果

　回収数　112件
　回収率　56％

②調査規模

　男女100人ずつ
　計200人
④回答者内訳

　女性 60人（53.6％）
　男性 52人（46.4％）
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（さ
く
ら
吟
社
）

日
々
今
と
過
去
を
紡
い
で
い
る
老
女　
　

　

植
田
み
の
る

大
袈
裟
に
ほ
め
ら
れ
一
寸
気
に
掛
け
る　

　

門
村　

千
代

大
根
が
冬
将
軍
を
連
れ
て
来
る　
　
　
　

　

蔵
本　

悦
子

国
よ
り
も
ご
近
所
力
あ
て
に
な
る　
　
　

　

中
田　

房
江

今
年
こ
そ
絆
で
生
き
る
助
け
合
い　
　
　

　

茗
荷　

き
み

恋
し
さ
に
溜
め
息
ば
か
り
月
の
夜　
　
　

　

盛
田　

夢
路

褒
め
ら
れ
て
手
伝
わ
さ
れ
た
戦
中
派　
　

　

石
岡
せ
つ
子

老
夫
婦
で
き
た
野
菜
を
子
や
孫
に　
　
　

　

西
谷　

幸
子

た
く
さ
ん
の
溜
め
息
鏡
聞
い
て
い
る　
　

　

谷
口　

史
子

自
転
車
の
ペ
タ
ル
だ
ん
だ
ん
重
く
な
る　

　

永
原　

昌
鼓

北
風
だ
ち
ら
り
ほ
ろ
り
と
雪
の
花　
　
　

　

藤
原
美
智
恵

町
民
の
し
あ
わ
せ
祈
る
石
地
蔵　
　
　
　

　

川
上　
　

巧

ま
だ
な
に
か
出
来
る
ぞ
後
期
高
齢
者　
　

　

山
本　

欣
和

病
院
で
お
元
気
で
す
か
な
ん
か
変　
　
　

　

盛
田　

康
秋

溜
め
息
も
出
る
わ
い
ま
だ
に
嫁
が
な
い　

　

中
島　

寿
道

褒
め
る
の
が
巧
く
な
っ
た
と
褒
め
ら
れ
る

　

竹
口　

清
信

母
の
森
菩
薩
も
夜
叉
も
棲
ん
で
い
る　
　

　

藤
原　

鬼
桜

に
っ
こ
り
と
笑
え
ば
皺
も
と
れ
て
く
る　

　

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

子
ら
集
ふ
知
ら
せ
に
弾
む
年
用
意　

西
尾　

青
雨

柚
子
味
噌
の
香
り
を
先
ず
は
褒
め
て
よ
り

　

坂
口　

仲
子

初
雪
や
松
の
小
枝
に
あ
る
重
み

 

谷
口　

裕
子

寒
雨
に
け
む
る
御
宮
の
常
夜
燈

 

中
村　

節
枝

濡
落
葉
石
を
摑
み
て
放
さ
ざ
り

 

山
根　

里
江

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

藁
塚
の
湯
気
の
立
つ
村
眠
り
け
り　
　
　

　
　
　
　
　

山
本　

小
品

寝
返
れ
ば
古
傷
い
た
む
夜
寒
か
な　
　
　

　
　
　
　
　

岡
田
よ
し
子

紅
葉
舟
ゆ
れ
つ
つ
水
面
流
れ
け
り　
　
　

　
　
　
　
　

田
島　

富
子

真
夜
中
の
皆
既
月
食
佇
つ
夜
寒　
　
　
　

　
　
　
　
　

谷
口　

裕
子

駅
ま
で
の
こ
の
路
地
が
す
き
冬
木
の
芽　

　
　
　
　
　

盛
田　

紘
子

霜
の
こ
ゑ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
車　
　

　
　
　
　
　

竹
本　

光
子

シ
ク
ラ
メ
ン
い
と
し
き
花
の
二
年
越
し　

　
　
　
　
　

茗
荷　

恵
子

サ
ー
ク
ル
紹
介

　

今
年
も
、
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
も
こ
も
こ
」
の
み

な
さ
ん
の
協
力
で
、
恒
例
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し

た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
小
学
生
・
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
た
ち
50
人
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
も
こ
も
こ
」
の
み
な
さ
ん
の
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
紙
芝

居
・
大
型
絵
本
を
静
か
に
聞
き
・
影
絵
遊
び
で
は
手
を
あ

げ
て
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
に
答
え
を
言

い
、
リ
ズ
ム
遊
び
で

は
楽
し
そ
う
に
か
ら

だ
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
ケ
ー
キ

づ
く
り
で
は
、
み
ん

な
が
大
は
し
ゃ
ぎ
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

で
き
た
ケ
ー
キ
を
大

事
そ
う
に
持
ち
帰
っ

て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

（
12
月
18
日
）

　

正
月
を
前
に
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
正
月
用

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
と

同
じ
く
中
山
和
佳
子
先
生
の
指
導
で
、
22 

名
の
方
が
ア

レ
ン
ジ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

用
意
し
て
い
た
だ
い
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
の
バ
ラ
や
ア

ジ
サ
イ
な
ど
、
自
分
の
好
み
の
色
を
選
び
、
配
置
を
考

え
な
が
ら
オ
ア
シ
ス
に
刺
し
て
い
き
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

よ
く
刺
せ
な
い
で
苦
労
し
た
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先

生
に
修
正
し
て
も
ら
い
ス
テ
キ
な
ア
レ
ン
ジ
が
で
き
あ

が
り
、
幸
せ
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
気
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
を

「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　

ジ
ャ
ン
グ
ル
」
の
五い

百お

川が
わ

典
子
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

若
さ
を
保
つ
た
め
の
「
貯ち

ょ

筋き
ん

力
」
を
高

め
る
運
動
や
、
腹
筋
を
鍛
え
る
運
動
な
ど
、

み
ん
な
で
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

教
え
て
い
た
だ
い
た
運
動
は
、
ど
れ
も

気
軽
に
で
き
る
の
で
、
身
体
を
動
か
す
の

が
お
っ
く
う
な
冬

場
に
は
最
適
な
運

動
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
い
い
汗

を
か
き
、
身
体
が

軽
く
な
っ
た
よ
う

で
、
気
持
ち
よ
さ

そ
う
で
し
た
。

気
軽
に
で
き
る

健
康
体
操

（
第
９
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
）

（
12
月
15
日
）

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

（
12
月
18
日
）

　

智
頭
町
の
「
森

の
め
ぐ
み
工
房
」

の
皆
さ
ん
５
名
の

方
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
か
ず
ら

編
み
の
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
10
名

で
、「
か
ご
」、「
ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
」

な
ど
を
思
い
思
い
に
編
み
ま
し
た
。
初
め

は
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
苦
労

し
て
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
方
に
手
助
け
し

て
も
ら
い
な
が
ら
編
ん
で
い
く
う
ち
に
形
も

で
き
、
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

予
定
時
間
よ
り
も
早
く
仕
上
が
り
、
講

師
の
方
は
「
若
桜
の
方
は
手
早
く
き
れ
い
に

編
ま
れ
る
」
と
感
心

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

素
朴
で
、
個
性
的

な
作
品
が
で
き
あ
が

り
、
参
加
者
は
、「
今

度
は
違
う
物
が
編
ん

で
み
た
い
」
と
か
ず

ら
編
み
の
魅
力
に
は

ま
っ
た
よ
う
で
し

た
。

か
ず
ら
編
み
講
習
会

　
　
　（
１
月
14
日
）

「

鈴
の
音
会
」

　

平
成
９
年
９
月
の
若
桜
町
敬

老
会
に
出
演
し
、
以
後
、
銭
太

鼓
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
り「
鈴

の
音
会
」を
結
成
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、
鳥
取
県
民
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
、
県
主
催
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
機
会
に
、
町
外
か
ら
の
出
演

依
頼
も
増
え
、
福
祉
関
係
・
介

護
施
設
の
慰
問
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
演
な
ど
各
集
落
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
、
メ
ン
バ
ー
の
変

更
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
月
２
回

の
練
習
会
で
会
員
の
和
を
大
切
に

楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

銭
太
鼓
を
回
す
お
か
げ
で
肩

こ
り
が
無
く
な
り
健
康
維
持
の

た
め
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

い
つ
で

も
、
ど
な
た

で
も
、
気
軽

に
仲
間
に

入
っ
て
活
動

し
て
み
ま
せ

ん
か
？
お
待

ち
し
て
い
ま

す
。
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　毎月発行されている県政だよりと声の友（視覚
障害者福祉協会が発行する、視覚障害者向けの
広報誌）の音訳版を情報館に備えました。テープ
レコーダーも備えていますので、視覚障害者の方
はもちろんのこと、字が小さくて読むのがちょっと
と思われる方もどうぞご利用ください。

　来年度から小中一貫校となり、若桜小学校は今
年度でおわりです。それにともない情報館では、若
桜小学校「えんぴつだこ」と旧池田小学校「ふきの
とう」の学校文集を創刊号から展示することにしま
した。ぜひご覧ください。期間は2月末日までです。

　育児と仕事を両立するための仕事術や育児・
家事のコツ、そしてイクメン・ライフの楽しさや苦
労などを、「たいらひとしくん一家」という架空の家
族を設定し、ストーリー形式で書かれていて時に
はギャグを交えてあり、楽しく読めます。
　これからは、お父さんも育児に参加して、子育て
を楽しみましょう。これからのお父さんに、おすすめ
の1冊です。

　わかさ生涯学習情報館では、移動図書館車を３月
から運行する予定です。
　移動図書館車の巡回は、1地区に月2回程度したい
と考えています。あらかじめ希望図書の予約やリクエス
トを取りまとめておくなど、町民の皆様のご要望にお応
えできるようにしたいと考えています。移動図書館車に
対する要望含めどんなことでも結構ですので、どしどし
ご意見を情報館へお寄せください。

入館回数５００回到達
山根幸吉さん（香田）が12月12日に入館回数500回に到達され、感謝状

と記念品（温水プール回数券）をお贈りしました。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
２
・
２
月
号

Ｎ
Ｏ
・
86

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時
～

時

10

30

18

30

12

20

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

新 着 図 書 2011．12．29まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

アルボムッレ スマナサーラ・小さな「悟り」を積み重ねる柚木 裕子・検事の本懐

クレイグ グレンディ・ギネス世界記録2012小路 幸也・花咲小路四丁目の聖人

ウォルター アイザックソン・スティーブ・ジョブズ ２小松 左京・虚無回廊

樋口 州男・図説平清盛葉室 麟・冬姫

塩野 七生・十字軍物語 ３小手鞠 るい・海薔薇

安永 智美・言葉ひとつで子どもは変わる！玉岡 かおる・負けんとき （上・下）

大前 研一・警告 ５道尾 秀介・水の柩

塩田 潮・日本の内閣総理大臣事典池永 陽・用心棒日暮し剣

平澤 美佐子・トマト缶レシピ松尾 由美・煙とサクランボ

渥美 由喜・イクメンで行こう！唯川 恵・ヴァニティ

ピーピーエス通信社・世界のステンドグラス近藤 史恵・ホテル・ピーベリー

≪ ヤングアダルト ≫青山 七恵・あかりの湖畔

山本 一力・とっぴんしゃん（上・下）山本 兼一・赤絵そうめん

≪ 児 童 書 ≫村山 由佳・放蕩記

西本 豊弘・衣食住の歴史帚木 蓬生・蛍の航跡

ユーゴー・レ・ミゼラブル(上・下）丸谷 才一・持ち重りする薔薇の花

中山 聖子・ツチノコ温泉へようこそ西村 京太郎・東京ミステリー

斉藤 洋・あやかしファンタジア木谷 恭介・「冬の蝶」殺人事件

クリス プリーストリー・死神の追跡者鳥羽 亮・さむらい（修羅の剣）

≪ 絵 本 ≫北方 謙三・史記（武帝紀）６

イチンノロブ ガンバートル・おかあさんとわるいキツネ篠田 真由美・黄昏に佇む君は

さとう わきこ・たぬきがいっぱい三浦 朱門・老年の流儀

≪ 郷 土 ≫出久根 達郎・東京歳時記

多羅尾 整治・古事記外伝乙武 洋匡・オトことば。

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

◎
小
学
生
水
泳
教
室
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４
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時
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シ
ャ
チ
コ
ー
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４
日
・
日（
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）

18
時
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～
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分
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40

11

30

９
日
・
日（
木
）

23
時

分
～

時

分

16

40
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30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18
時

分
～

時

分

11

40

12

30

９
日
・
日（
木
）

23
時

分
～

時

分

17

40

18

30

２
月
の
予
定

山根さんのコメント
私の一番の趣味は囲碁です。若い頃は一日中座っていても何ともあ

りませんでしたが、３年程前からひざに痛みを感じるようになりました。
原因は筋肉が弱っているせいでした。家族から温水プールの提案を

受け、翌日から月平均15日通っています。今では手足に筋肉がつき、
先日の健康診断では悪いところはありませんでした。
プールに通っている成果が大きいと思います。


